
 

 

２０１５年度の事業報告書 

平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日まで 

 

特定非営利活動法人まなびと 

 

１ 事業の成果 

（１）放課後学びスペースアシスト事業  

・本事業は、以下４つを目的として展開した。①子供たちが安心できる場をつく

る②子供たちと学びあう人が集う場所をつくる③皆が自ら学ぶ場所をつくる④

人とのかかわりで多様な学びを得る場所をつくる 

・上記４つの目的を実現するために、妙法寺校・学園都市校・甲子園校・摩耶

校・西宮北口校の５か所で教室運営を行った。 

・妙法寺校では、平成 27 年 4 月 1 日～7 月 31 日の間、週 1 回（毎週月曜日 18 時

～21時）、横尾集会所にて教室を開いた。生徒 1名（中学生 1名）に対し、スタ

ッフ 3 名で対応した。なお、妙法寺校は 7 月末で教室を閉め、学園都市校に移

転した。 

・学園都市校では、平成 27 年 10 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日の間、週 1 回（毎

週月曜日 18 時 30 分～20 時 30 分）、BRANCH 神戸学園都市内にあるまちづくりス

ポット神戸が運営するコミュニティールームにて教室を開いた。生徒 8 名（中

学生 2 名、小学生 6 名）に対して、スタッフ 6 名で対応し、「活動を通じて大学

生と子どもたちが関われる場を作り、そして、子どもたちが地域社会でも学べ

る場を提供すること」を目指した。 

・甲子園校では平成 27年 4月 1日～平成 28年 3月 31日の間、週 1回（毎週金曜

日 18 時 30 分～20 時 30 分）、地域交流を目的とした住み開き型レンタルスペー

スであるまんまるみかんにて、教室を開いた。生徒 5 名（高校 3 年生 1 名・中

学 3 年生 1 名・中学 2 年生 1 名・中学 1 年生 2 名）に対して、スタッフ 5 名で

「子どもたち一人ひとりに寄り添った関係を築くこと。子どもたちの未来の為

に学外の知識に触れる場の提供すること。今後もアシストを継続できる体制を

作ること」を目指して運営した。 

・摩耶校では、以下 2 か所で運営した。平成 27 年 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日

の間、週 1 回（毎週火曜日 19 時～21 時）、摩耶学童保育所にて教室を開いた。

生徒 1名（高校生 1名）に対して、スタッフ 2名で対応。そして平成 27年 10月

1日～平成 28年 3月 31日の間、週 2回（毎週水・木曜日・15時 30分～17時 30

分）にあーとすぺーす童夢にて、生徒 2 名（小学生１名、高校生１名）に対し

てスタッフ 1名で対応。 

なお、あーとすぺーす童夢では、障がいを持った子どもたち向けに個別で学習

支援を試験的に実施した。 

・西宮北口校では、平成 27 年 10 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日の間、週 1 回（毎

週木曜日・18 時～20 時）、インターネットラジオの収録スタジオにて教室を開

いた。生徒 1名（高校生 1名）に対して、スタッフ 4名で対応。 

 

（２）「放課後学びスペースアシスト」学力アップ事業 

・アシスト学園都市校にて、新規教室開催のため、地域との連携を得るきっかけ

づくりとして、イベントを開催した。 

・期末試験前の時期を狙い、11月 23日に中学生を対象に学力アップを目的とした

学習支援教室を開催。 

・周辺の中学校への広報活動なども行い、参加者は 4名であった。 



 

 

 

（３）「放課後学びスペースアシスト」交流事業 

・アシスト学園都市校にボランティアスタッフとして携わっている大学生ボラン

ティア同士の交流を通じて、普段の活動における動機を共有し、課題について

話し合う機会を設けた。 

・11 月 3 日に開催。普段ボランティアに参加する大学生以外にも周辺大学の大学

生が参加し、ボランティア活動や教室運営に関して積極的な意見交換を図っ

た。 

 

 

（４）学際 IROHAプロジェクト事業 

・人と人とのつながりを通じた学び合いと、学び合いを通じた人と人とのつなが

りをつくることを目的とし、社会に対してアクションを起こそうとする人にと

って、よりよくするべき社会そのものについて学び、学びを通して新しい人の

つながりができることで、学際 IROHA プロジェクト事業に関わった人々のより

よいアクションにつながることを目指して運営した。 

・事業内容としては、学習会イベントの企画。一つのテーマを設定してそれにつ

いて語りあうイベント「まなびトーク」や、一つのテーマについて各自が学ん

できたことを定期的に共有し合う勉強会を企画した。 

・平成 27 年 10 月 4 日に「まなびトークピクニック」を開催した。神戸みなとの

もり公園にて、「食」をテーマに、参加者がこだわりのランチを持ちより、それ

ぞれのこだわりから食についての関心を高めあった。参加者は大学生や社会人

で構成された 7名の男女。 

・平成 28 年 1 月 30 日に「まなびトークアート×○○」を開催した。神戸三宮の

トルコバーUMID にて、アートをテーマに学習会を開催した。参加者は 7 名の大

学生や社会人。アートに興味がない人にも気軽に参加していただくことを目標

にし、アート的要素を取り入れたアクティビティなどを交えながら、参加者か

らはアートをより身近に感じ、より関心を持てるようになったと感想をいただ

いた。 

 

（５）日本語教室だんらん事業 

・日本語を学ぶことを通じて、日本人と外国人の国籍や文化、宗教といった枠を

越えたコミュニティを形成することを目的として活動した。 

・事業内容としては大きく分けて①文法クラス②会話クラスの２つ。 

・両クラスとも平成 27 年 10 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日の週一回（毎週水曜日

19時～20時半）、三宮にあるトルコバーUMIDにて教室を開いた。 

・文法クラスでは、生徒 10 名（サウジアラビア人 1 名、フランス人 1 名、チュニ

ジア人 1 名、アメリカ人 2 名、インド人 2 名、アルジェリア人 1 名、デンマー

ク人 1 名）に対して、スタッフ 19 名で運営し、日本語の基礎から学びたいとい

う日本に住む外国人を対象に、ひらがなや発音、文法などの基礎的な日本語を

教えた。 

   ・会話クラスでは、生徒 5名（フランス人 2名、インドネシア人 1名、カナダ人 1

名、スイス人 1 名）に対し、スタッフ 6 名で運営し、外国人と日本人が一緒に

日本語を勉強することを通じて、参加者にとって居心地の良い場所を作ること

を目指した。そのために、通常の運営だけでなく、文法クラスも含めて月に一

度、日本語文化について学べるイベント等を実施した。 

 

（６）日本語教室だんらんイベント事業 



 

 

・日本語教室だんらんイベント事業では、①教室に参加する生徒との交流を深め

ること②新規教室参加者とのつながりづくり③日本文化を体験するといった３

つの目的からイベントを開催。 

・各イベントの趣旨、開催日程、開催状況などは「２．事業の実施に関する事

項」に記した通り。 

 

（７）「北野こくさい夏祭り」出展 

・北野エリアに住む子どもたちのための放課後の学び場を創るということを目標

として、2015 年度より北野婦人会との連携強化を始めた。その一環として北野

こくさい夏祭りに出展。 

・子どもたちに学ぶ楽しさを知ってもらうために、遊びながら学べるものとして

「シャボン玉づくり」を行った。 

・当日は雨模様の中、ブースを訪れた子どもたちとシャボン玉で遊んだ。 

 

（８）元町ハロウィンイベント 

・日本語教室だんらんで連携している元町にある英会話教室 Olympian Language 

Center の協力を得て、英会話教室に通う小学生を対象にハロウィンイベントを

実施。 

・トアウエスト（トアロードから西、鯉川筋より東のエリア）にある個人商店の

協力を得て、子どもたちと一緒にお菓子をもらい歩いた。 

・子どもたちとは帽子づくり、マントづくりを行い、参加してくれた子どもたち

にはスタンプカードとお菓子を入れるカボチャ型の手提げをプレゼントした。 

・参加した小学生はこうべ小学校の生徒が多く、今後の北野エリアでの子どもた

ちの学び場・遊び場づくりのための保護者とのつながりが持てた。 

 

（９）東遊園地こどもクラブ 

・神戸三宮にある東遊園地の市民利用を考える都市実験「URBAN PICNIC」に参加

という形で実施。 

・近隣のこどもたちが、地域にいる人と一緒に自由に遊べる場所と機会を提供す

ることを目的とした。 

・北野婦人会の協力を得て、こうべ小学校、神戸中央小学校にてビラを配布し

た。 

・今後の展開の可能性を知るために平日夕方と土曜日に開催。 

・平日夕方は大学生ボランティアの参加が多く、土曜日は子どもの参加が多かっ

た。 

・大勢で遊び慣れていない子どもが多く、声かけや誘導に課題を残した。 

・保護者からは、子どもたちの遊び場や学び場に対して必要としている声を直接

聞ける機会となった。 

 

（１０）せかいのともだち 

・アシスト西宮北口校周辺の子どもたちとのつながりを創ることを目的に開催。 

・地域の子どもたちが国際交流を通じて学ぶ楽しさを知ることを目標とした。 

・カナダ人、インドネシア人、デンマーク人の協力を得て、子どもたちとクイズ

やゲームをして交流を図った。 

 

（１１）北野こども探検隊 

・2015 年度始めより準備を始めた北野エリアの子どもたちの学び場・遊び場づく

りを実際に実験的に教室開催という形で行った。 



 

 

・3月の毎週月曜日 15時～17時に参加費無料で開催した。 

・北野地域福祉センターの立地面で課題があること、今後開催するのであればも

う少し遅い時間に対応してほしいといった要望を保護者から得られた。 

 

 

２ 事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

事 業 名 

(定款に記載し

た事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

（ ※スタ ッフの

数） 

(D)受益対象 

者の範囲 

(E)人数 

事業費の金

額（単位：

千円） 

青少年に対

する学習支

援事業 

「放課後学びスペース

アシスト」以下４校の

運営 

① 妙法寺校 

② 学園都市校 

③ 甲子園校 

④ 摩耶校 

⑤ 西宮北口校 

(A) 通年・各教室週１回 

(B) 神戸市内・西宮市内 

(C) ① 3 名 

② 5 名 

③ 6 名 

④ 2 名 

⑤ 4 名 

(D) 小・中・高校

生 

(E) ①  1 名 

② 5 名 

③ 8 名 

④ 3 名 

⑤ 1 名 

258,620円 

「放課後学びスペース

アシスト」学力アップ

事業 

（アシスト学園都市校

に通う中学生の期末テ

ストに合わせた学習

会） 

(A) 11月 23 日 

(B) 神戸市内 

(C) 1 名 

(D) 中学生 

(E) 4 名 

400円 

青少年に対する

学習支援活動全

般に携わるボラ

ンティアの育成

事業 

「放課後学びスペース

アシスト」交流事業 

（学園都市校に関わっ

ている大学生同士の交

流を目的とした座談

会） 

（A）11月 3 日 

（B）神戸市内 

（C）3名 

（D）大学生 

（E）3名 

900円 

社会問題・国

際問題につい

て理解を深め

るための大人

を対象とした

学習会事業 

「学際 IROHAプロジェク

ト」学習会 

（「まなびトークピクニ

ック」食をテーマに

した食事会） 

（A）10月 4 日 

（B）神戸みなとのもり

公園 

（C）1名 

（D）大学生・社会

人 

（E）7名 

0 円 

「学際ＩＲＯＨＡプ

ロジェクト」学習会 

（「まなびトークアー

ト×○○」アート

をテーマにした座

談会） 

（A）1月 30 日 

（B）トルコバーUMID 

（C）2名 

（D）大学生・社会

人 

（E）7名 

0 円 



 

 

日本語非母語

話者への日本

語学習支援事

業 

「日本語教室だんら

ん」 

以下２クラスの実施・

運営とイベントの実施 

・文法クラス 

・会話クラス 

(A) 通年・週 1回 

(B) 神戸市内 

(C) 25 名 

(D) 日本に住む外

国人 

(E) 15 名 

38,796円 

「そうめんパーティ」 

（だんらんにかかわる

外国人と日本人のそう

めんパーティ） 

(A) 9月 9日 

(B) 神戸市内 

(C) 9 名 

(D) 日本に住む

外国人と日本人 

(E) 15名 

10,151円 

「寺イベント」 

（日本の寺院を訪問す

るイベント） 

(A) 11月 14 日 

(B) 西宮市内 

(C) 4 名 

(D) 日本に住む

外国人と日本人 

(E) 32名 

0 円 

「鍋パーティ」 

（鍋パーティを通じて

日本人と外国人の交流

を図るイベント） 

(A) 12月 6日 

(B) 神戸市内 

(C) 6 名 

(D) 日本に住む

外国人と日本人 

(E) 8 名 

12,975円 

「ぜんざいパーティ」 

（日本の正月遊びを通

して日本の子供も外国

人も楽しめるイベン

ト） 

(A) 1月 3日 

(B) 神戸市内 

(C) 12名 

(D) 神戸にいる

日本人と外

国人 

(E) 16名 

18,342円 

「恵方巻きパーティ」 

（節分に太巻きを作る

ことと通して日本文化

に触れて楽しむイベン

ト） 

(A) 2月 3日 

(B) 神戸市内 

(C) 7 名 

(D) 大学生以上

の日本人と外国

人 

(E) 25名 

27,642円 

「やきいもパーティ」 

（焼き芋や日本の遊び

に触れて楽しむイベン

ト） 

(A) 3月 13日 

(B) 神戸市内 

(C) 9 名 

(D) 日本に住む

外国人 

(E) 7 名 

9,923 円 

地域コミュニ

ティ形成を目

的とした交流

イベントの実

施事業 

「北野こくさい夏祭

り」への出展 

（子どもたちと親御さ

んも含めて一緒に楽し

く学ぶことを目的とし

たシャボン玉づくりブ

ースを出展） 

(A) 8 月 29日 

(B) 神戸北野工房のまち 

(C) 24 名 

(D) 小・中学生 

(E) 76 名 

10,750円 

「元町ハロウィンイベ

ント」 

（三宮の子供たちと地

域のお店との交流を目

的としたイベント） 

(A) 10月 31日 

(B) 神戸市内元町エリア 

(C) 5 名 

(D) 小・中学生 

(E) 20 名 

1,200 円 



 

 

「東遊園地こどもクラ

ブ」 

（子供たちが地域でみ

んなと一緒に自由に遊

べる場所や機会をつく

ることを目的としたイ

ベント） 

(A) 11月 19日、21 日 

(B) 神戸市内 

(C) のべ 6名 

(D) 小学生 

(E) のべ 15名 

0 円 

「せかいのともだち」 

（西宮北口近郊に住む

子どもたちが、留学生

と交流し、国際交流を

通じて自分が知らない

ことを知り、学ぶ楽し

さを感じてもらうイベ

ント） 

(A) 2月 27日 

(B) 西宮市民交流センタ

ー 

(C)4名  

(D) 小学生 

(E) 8 名（留学生 3

名含む） 

2,564 円 

「北野こども探検隊」 

（三宮の北野エリアに

住む子どもたちを対象

とした放課後の遊び

場・学び場づくりの取

り組み。） 

(A)3 月 7 日、14 日、21

日 

(B)北野地域福祉センタ

ー 

(C)のべ 10名 

(D) 小学生 

(E) のべ 15 名 

0 円 

 

 

(2) その他の事業 

事 業 名 

(定款に記

載 し た 事

業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の実施日時 

(B)当該事業の実施場所 

(C)従事者の人数 

事業費の金

額（単位：

千円） 

実施なし 

 


